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2020～2021  会長 数 納 孝  幹事 藤 森 和 彦 

◼ 会長挨拶 数納 孝君 

3 月 6 日に Zoom によるリモートにて IM インターシティミーティングが開催され

ました。オンラインによる開催でしたが特に問題もなくスムーズに行われました。

後日 IMの報告書となる DVDが届くそうです。先週の 11日で東日本大震災か

ら 10 年が経ちました。最近また当時の映像が放送されておりますが、改めて災

害の凄さを感じました。復興が進んでいるといえるのか、当事者でなければわか

りませんが、更に今後 10 年先をみて復興が進めばと思います。先日食品関係

のニュースで、小売店の無人化と非対面型のサービスについて記事が載ってお

りました。コロナを機に、小売店の無人化や非対面によるサービスの事業が加速

しているという内容です。コロナにより在宅勤務が増え、オフィスや教育機関の

食堂や購買が休業に追い込まれております。コンビニ大手のセブンイレブンはすでに無人販売所を 500 カ所展開しており

ます。2025 年度までに、学校やオフィスなど全国 1000 カ所に展開するようです。また、NTT ドコモはカップ麺や電池など

50 点の商品を入れた自動販売機を首都圏で 100 カ所展開するそうです。IT を使い極力人手を用いない運営をめざすよ

うです。自動販売機には、あらゆるものがネットにつながる仕組み IOT 機器を搭載し、高速通信規格 5G のネットワークも

活用し、遠隔での開閉や在庫の管理、温度調整をするそうです。利用者は専用のアプリを使い、スマートフォン決済やクレ

ジットカードで支払いをします。そうなれば人手がいらなくなります。また、逆に言えば人手不足の解消になる、とも言えます。

海外では、アマゾンドットコムが無人店「アマゾンゴー」を展開し、中国ではアリババもキャッシュレスの食品スーパー「フーマ」

を展開しております。日本でも無人で非接触型の店舗が加速して行くと思われます。すでに 5 年後、10 年後の世界が急

加速していると言えます。 

◼ 理事会報告・幹事報告 藤森和彦君 

○ 本日の例会は、小松郁俊君の卓話です。 

○ 例会開催前に臨時理事会が行われ、4 月 22 日予定されていた合同夜間例会が中止となり、この代替え例会について

の協議が行われました。 

○ 3月 6日に行われました IMには、多くの皆さんにご出席いただき、ありがとうございました。 

○ 今年度の 3 クラブ親睦チャリティーゴルフ大会を予定どおり開催する事を確認しました。詳細については 3月 21日に行

います 3 クラブ代表との打ち合わせにて決定します。 

○ ガバナー補佐事務局より、諏訪グループチャリティーゴルフコンペのクラブ負担金 1,000円／人の協力依頼があり、これ

について理事会で承認されました。コンペ開催の詳細は、後日ガバナー補佐事務局より案内があります。 

○ 新入会員 2名のサポート会員について会長より報告がありました。 

飯田昭雄君 代田公廣君、平林辰夫君 矢ケ崎能充君 両角匠一君、大石壮太郎君 

○ 3月例会プログラム・行事予定（社会奉仕委員会） 

3月 23日（火） 通常例会 宮坂壽廣君 卓話 

3月 27日（土） PETS 

3月 30日（火） 指定休日 

○ 4月の例会・行事予定（社会奉仕委員会担当） 

4月 06日（火） 通常例会 穴山歴史研究家 伊藤博夫様 卓話 第 13回理事会 

4月 11日（日） 地区研修・協議会 

4月 13日（火） 指定休日 

4月 20日（火） 夜間例会 懇親会 ※4月 22日の代替え※ 

4月 22日（木） 合同夜間例会「桜の花に乾杯・ガバナー補佐訪問例会」 ※中止※ 

4月 24日（土） 諏訪グループチャリティーゴルフコンペ 諏訪湖 CC 

4月 27日（火） 指定休日 

4月 29日（木） 3 クラブ親睦チャリティーゴルフ大会 諏訪湖 CC ※5月 16日に変更予定
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◼ 出席報告・ニコニコＢＯＸ 出席 27名（出席率 73.0%） ニコニコ BOX18名より 34,000 円 

数納孝会長「小松先生、本日はよろしくお願いします」 

◼ 例会プログラム コロナウイルスへの対応について 小松郁俊君 

○ イベント実施にあたっての基本的な注意 

1. 諏訪医療機関の感染症レベルによって、開催を中止する。あるいは条件を変

更する。 

2. 参加者は、長野県の出している日常行動の注意を守る。 

3. 基本的な注意 

「事前準備」 

① 参加する実行委員会の各団体は、氏名・連絡先を記載した参加者名簿を

作成する。 

② 責任者は、参加者名簿を事前に確認する。 

③ 参加予定者は、開催 2週間前から県外の流行地との往来を避け、毎朝の検温記録を作成し、行動記録を付ける。 

④ 参加者が濃厚接触良者となった場合、濃厚接触者と飲食があった場合は、参加できない旨を予め伝える。 

⑤ 手指消毒の消毒液、ペーパータオル、プラスチック手袋、ゴミ袋などを用意する。 

 

 

2600地区より岩波嘉寿夫君に在籍 20周年表彰が授与されました 

 


